
島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

は
じ
め
に

近
年
、
関
東
地
域
を
中
心
に
近
世
漁
業
・
漁
村
史
の
個
別
研
究
の
蓄
積
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
筆
者
は
、
中
・
近
世
移
行
期
か
ら
近
代
ま
で
の

能
登
内
浦
地
域
の
定
置
漁
村
と
そ
の
漁
業
秩
序
を
主
と
し
て
研
究
対
象
と
し
た

『
地
域
漁
業
史
の
研
究
』
(
農
山
漁
村
文
化
協
会
)
を
一
九
九
二
年
八
月
に
出
版

し
た
。
拙
著
の
特
徴
を
一
口
に
ま
と
め
る
と
、
と
く
に
従
来
か
ら
等
閑
視
さ
れ

て
き
た
漁
業
・
漁
村
秩
序
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
点
と
漁
業
資
源
を

含
め
た
地
域
資
源
の
利
用
と
管
理
シ
ス
テ
ム
を
歴
史
的
に
解
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
前
者
は
日
本
の
近
世
的
漁
業
・
漁
村
秩
序
の
成
立
に
関
し
て
高
と
役
の
二

元
的
支
配
原
理
と
非
石
高
制
の
ご
兀
的
支
配
原
理
の
二
っ
の
基
軸
か
ら
把
握
し
、

総
括
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
は
、
能
登
内
浦
地
域
に
お
け
る
中

世
末
期
か
ら
近
代
ま
で
の
約
三
五
0
年
間
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
、
す
な
わ
ち
、
近
世

的
漁
業
・
漁
村
の
成
立
、
発
展
変
貌
再
編
の
過
程
を
地
域
史
の
視
点
か
ら

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
了
)
。
そ
し
て
、
巻
末
に
は
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の

手
引
き
と
し
て
「
近
世
漁
業
・
漁
村
史
文
献
目
録
(
一
九
六
二
年
S
一
九
九
一

年
)
」
を
掲
載
し
た
。

本
研
究
は
同
文
献
目
録
を
作
成
す
る
過
程
で
生
じ
て
き
た
問
題
意
識
、
す
な

わ
ち
、
島
根
県
関
係
の
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
現
状
(
研
究
蓄
積
の
少
な
さ
)

か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
(
2
)
。
本
稿
は
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
近
世
の
島
根
県

漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
(
3
。
ま

た
、
同
研
究
の
現
状
を
総
括
す
べ
く
県
史
・
市
町
村
史
誌
や
地
域
史
誌
研
究
の

文
献
解
題
を
合
せ
て
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
、
筆
者
の
今
後
の
研
究
の
指
針
で
あ

る
と
同
時
に
漁
業
・
漁
村
史
研
究
に
関
心
を
持
た
れ
る
方
の
研
究
の
手
引
き
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

伊
藤
康
宏

一
九
九
三
年
三
月

一
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題

『
地
方
史
研
究
』
第
一
五
九
号
(
一
九
七
九
年
)
は
、
「
地
方
史
の
研
究
1
初

心
者
の
た
め
に
1
」
と
い
っ
た
特
集
号
を
組
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
で
近
世
漁

業
・
漁
村
史
研
究
の
先
達
で
あ
っ
た
荒
居
英
次
が
漁
業
・
漁
村
を
担
当
し
、
「
漁

業
漁
村
史
研
究
の
課
題
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
同
研
究
の
手
引
き
を
簡
潔
に
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島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

解
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
荒
居
の
研
究
視
座
を
要
約
す
る
こ
と
で
同
研
究
の

課
題
に
か
え
る
が
、
荒
居
は
つ
ぎ
の
五
点
を
あ
げ
て
い
る
。

①
漁
業
発
展
の
具
体
相
の
追
究
1
地
方
漁
業
相
互
の
技
術
伝
播
や
出
漁
交
渉

そ
れ
に
市
場
条
件
と
関
わ
ら
せ
た
各
地
方
漁
業
の
具
体
的
な
発
展
を
跡
付
け
る

こ
と②

幕
藩
領
主
の
浦
方
支
配
・
漁
政
に
つ
い
て
の
検
討
1
各
幕
藩
領
主
体
制
下

の
貢
租
徴
収
の
体
制
と
漁
場
を
ふ
く
め
た
漁
業
・
漁
場
の
支
配
(
漁
政
)
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

③
漁
業
権
(
形
成
・
展
開
・
変
質
)
を
地
方
に
即
し
て
の
検
討
1
村
落
内

.

地
域
内
・
藩
内
の
漁
場
利
用
の
あ
り
方
(
全
体
的
な
漁
場
利
用
関
係
と
そ
の
変

遷
)
、
各
階
層
の
漁
民
の
漁
場
利
用
へ
の
か
か
わ
り
を
追
究
す
る
こ
と
。

④
漁
獲
物
の
流
通
過
程
の
問
題
解
明
1
都
市
市
場
、
魚
問
屋
資
本
と
の
関
係

(
食
料
・
魚
肥
・
中
国
向
俵
物
の
三
市
場
)
か
ら
各
地
域
の
漁
業
・
漁
村
の
展

開
を
追
究
す
る
こ
と
。

⑤
漁
村
の
構
造
(
生
産
関
係
面
)
の
考
察
1
村
民
を
漁
業
生
産
関
係
、
村
落

構
造
の
な
か
で
位
置
づ
け
、
そ
し
て
漁
家
漁
村
に
お
け
る
農
業
の
役
割
を
検

討
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
付
け
加
え
て
議
論
の
出
発
点
と
し
て
と
く
に
成
立
期
の
漁
村
の
特

徴
を
解
明
す
る
こ
と
や
、
②
の
視
点
の
補
足
で
浦
方
の
特
徴
(
町
方
と
比
較
し

て
)
も
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
⑤
の
視
点
に
農
業
を
含
め
た
諸

生
業
の
役
割
を
問
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

伊
藤
康
宏

二
島
根
県
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
現
状

島
根
県
の
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
に
つ
い
て
も
全
体
と
し
て
以
上
の
荒
居

の
指
摘
は
当
然
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
今
ま
で

の
島
根
県
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
成
果
を
み
て
み
ょ
う
。

ま
ず
、
全
国
的
レ
ベ
ル
で
一
局
い
研
究
水
準
・
蓄
積
の
あ
る
分
野
と
し
て
田
中

豊
治
や
荒
居
英
次
の
一
連
の
隠
岐
の
俵
物
(
生
産
と
集
荷
)
の
研
究
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
(
後
掲
の
文
献
解
題
参
照
、
以
下
同
様
)
。
こ
れ
ら
は
④
の
漁
獲
物
の

①
の
漁
業
発
展
の
具
体
相
の
追
究
や
②
の
幕

流
通
過
程
の
問
題
解
明
(

、

部

府
浦
方
支
配
・
漁
政
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
な
っ
て
い
る
)
と
い
っ
た
視
点
で

の
最
大
の
成
果
と
い
ぇ
る
。
し
か
し
、
③
の
近
世
的
漁
業
権
(
採
目
<
藻
漁
業
や

そ
の
他
の
漁
業
)
の
特
質
や
⑤
の
漁
村
の
構
造
(
成
立
・
変
貌
過
程
)
の
解
明

と
い
っ
た
点
が
不
明
の
ま
ま
で
、
こ
れ
ら
の
点
が
と
く
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い

え
る
0山

岡
栄
市
『
漁
村
社
会
学
の
研
究
』
は
、
古
浦
和
木
浦
江
角
浦
大
浦

隠
岐
島
の
加
茂
大
久
崎
な
ど
の
村
落
構
造
社
会
構
造
な
ど
に
つ
い
て
の

研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
⑤
の
漁
村
の
構
造
分
析
と
い
っ
た
視
点
か

ら
断
片
的
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
①
漁
業
発
展
の
具
体
相
の
追
究
②

幕
藩
領
主
の
浦
方
支
配
漁
政
に
つ
い
て
の
検
討
、
③
浦
方
に
即
し
て
の
漁
業

権
(
形
成
・
展
開
・
変
質
)
の
検
討
、
④
漁
獲
物
の
流
通
過
程
の
問
題
解
明
、

な
ど
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
⑤
の
漁
村
の
構
造
(
成
立
・
変
貌
過

程
)
に
つ
い
て
は
と
く
に
枝
郷
大
浦
と
親
郷
母
村
磯
竹
村
の
関
係
の
解
明
と

つ
た
視
点
を
含
め
た
見
直
し
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

い

ま
た
、
二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
は
、
島
根
県
庁
所
蔵
の
明

二
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治
初
年
の
漁
場
場
区
史
料
の
検
討
か
ら
幕
末
・
維
新
期
の
島
根
県
の
漁
場
利
用

関
係
を
「
総
百
姓
共
有
漁
場
・
村
中
入
会
漁
場
」
嘉
論
的
に
位
置
付
け
て
い

る
。
こ
れ
は
③
の
幕
末
期
の
近
世
的
漁
業
権
の
特
徴
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る

か
、
幕
末
期
会
久
貌
過
程
)
に
限
っ
て
も
漁
村
構
造
を
示
し
て
い
る
在
地
の
浦

゛
)
、

方
史
料
か
ら
こ
の
点
を
検
討
し
、
漁
場
利
用
関
係
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
と

つ
た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
大
橋
川
漁
場
お
け
る
白
潟
・
末
次
両

い町
漁
師
と
松
江
藩
舟
手
方
と
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
概
要
的
に
述
べ
て
い
る
が
、

①
漁
業
発
展
の
具
体
相
の
追
究
、
③
漁
業
権
(
形
成
・
展
開
・
変
質
)
を
浦
方

に
即
し
て
の
検
討
、
④
漁
獲
物
の
流
通
過
程
の
問
題
解
明
、
⑤
漁
村
の
構
造
亙

産
関
係
面
)
の
考
察
と
い
っ
た
点
を
宍
道
湖
漁
業
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

県
史
や
市
町
村
史
誌
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
西
郷
町
誌
』
、
『
江
津
市

琶
『
美
保
関
町
誌
』
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
田
中
豊
治
が
中
心
と
な
っ

て
編
纂
し
た
『
西
郷
町
誌
』
上
巻
は
、
田
中
自
身
の
隠
岐
俵
物
の
研
究
成
果
が

反
映
さ
れ
て
い
る
占
盆
豆
か
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
『
江
津
市
誌
』
上
巻
は
、

内
容
的
に
は
問
題
の
残
る
箇
所
も
多
々
あ
る
が
、
成
立
期
の
漁
村
の
特
徴
(
枝

郷
和
木
と
親
郷
都
野
津
と
の
関
係
、
和
木
の
独
立
)
や
漁
村
の
歴
史
的
社
会
的

意
義
(
漁
村
の
社
会
的
分
業
の
意
味
)
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
研
究
の
視

点
は
大
い
に
評
価
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
漁
業
慣
行
上
の
興
味
深
い
点
も
賑
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
和
木
浦
で
の
中
世
的
形
祭
残
存
し
た
漁
場
利
用
慣
行
と

黒
松
浦
の
総
百
姓
共
有
漁
場
利
用
慣
行
の
展
開
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も

事
例
紹
介
の
域
を
で
な
い
点
が
悔
や
ま
れ
る
。
『
美
保
関
町
誌
』
上
巻
は
、
浦
の

成
立
や
地
方
と
の
比
較
か
ら
浦
方
を
解
説
し
て
い
る
点
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る

が
、
幕
末
期
の
史
料
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
説
得
力
に
欠
け
る
。
ま
た
、
元

三

禄
一
五
年
(
一
六
二
八
)
の
菅
浦
と
北
浦
の
分
村
の
歴
史
的
意
義
を
問
う
て
い

な
い
点
も
残
さ
れ
た
課
題
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
市
・
町
誌
を
踏
ま
え
た
う

え
で
今
後
の
個
別
研
究
の
課
題
は
①
S
⑤
の
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
(
4
)
0

三
島
根
県
の
近
世
漁
業
・
漁
村
史
料
に
つ
い
て

現
在
、
近
世
近
代
と
も
島
根
県
関
係
の
漁
業
・
漁
村
史
料
の
調
査
は
充
分

に
進
ん
で
い
る
と
は
い
ぇ
な
い
。
ま
た
、
筆
者
自
身
も
古
文
書
調
査
を
行
な
え

て
い
な
い
段
階
で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
既
刊
の
史
料
目
録
集
報
告
書
等
で
確

認
し
え
た
範
囲
で
近
世
漁
業
・
漁
村
史
料
と
そ
の
所
在
を
紹
介
し
て
お
く
。
こ

れ
に
ょ
っ
て
今
後
の
漁
業
・
漁
村
史
研
究
を
行
な
う
に
際
し
て
す
こ
し
は
参
考

と
な
ろ
う
0

島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
の
古
文
書
(
筆
写
本
中
心
)
を
『
郷
士
資
料
目
録
』

(
島
根
県
一
九
五
六
年
)
で
み
る
限
り
、
ほ
ん
の
数
十
点
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の
こ
と
は
島
根
県
の
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
現
状
を
写
し
出
し
て
い
る
と
も
い

え
る
。
漁
業
・
漁
村
史
誰
限
ら
ず
他
の
史
料
に
つ
い
て
も
今
後
は
公
文
書
館

の
設
立
に
ょ
っ
て
史
料
の
保
管
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
か
、
も
し
く
は
公
立

図
書
館
の
史
料
調
査
収
集
と
保
管
機
能
を
充
実
さ
せ
る
か
の
ど
ち
ら
か
が
早
急

に
望
ま
れ
る
。

同
資
料
目
録
か
ら
漁
業
・
漁
村
史
料
を
参
考
ま
で
に
抜
き
出
し
て
み
る
と
つ

ぎ
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
合
目
頭
の
数
字
は
目
録
史
料
番
号
)
。

二
三
六
「
宝
暦
十
年
辰
四
月
海
草
刈
ノ
儀
二
付
水
浦
片
句
浦
争
論
二
及
訴
皇
白
」

(
旧
御
津
村
役
場
)
、
二
四
三
「
(
享
和
二
年
)
雲
州
干
鮑
新
規
稼
取
極
候
受
皇
白
」

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

一
九
九
三
年
三
月
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島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

(
田
儀
河
上
昌
之
助
)
、
二
四
七
「
文
政
二
年
卯
極
月
魚
問
屋
定
声
(
邇
摩

磯
竹
林
愛
吉
)
、
二
六
七
「
(
享
保
二
0
年
)
隠
岐
国
海
士
郡
海
士
村
産
物
控
L

(
海
士
村
上
助
九
郎
)
、
二
六
八
「
(
天
明
五
年
)
長
崎
御
用
煎
海
鼠
干
鮑
御
請

書
写
」
(
海
士
村
上
助
九
郎
)
、
二
七
六
.
「
(
明
治
二
四
年
)
御
津
村
漁
場
慣
行
調

査
書
」
(
旧
御
津
村
役
場
)
、
ニ
ハ
ニ
「
手
結
浦
人
数
書
」
、
六
0
四
「
文
政
ご
二

寅
年
七
月
浦
差
出
明
細
書
上
帳
L
(
邇
摩
大
浦
湊
林
愛
吉
)
、
六
0
五
「
文
政
一

三
寅
年
七
月
村
差
出
明
細
書
上
帳
控
」
(
邇
摩
磯
竹
林
愛
吉
)
、
八
一
八
「
(
慶
安

三
年
)
片
江
村
御
検
地
帳
」
(
旧
片
江
村
役
場
)
、
八
一
八
「
(
寛
文
三
年
)
水
之

浦
御
検
地
帳
」
(
旧
御
津
村
役
場
)
、
八
一
八
「
(
寛
文
ご
匡
)
大
芦
村
御
検
地

帳
」
(
旧
大
芦
村
役
場
)
、

「
(
延
宝
六
年
)
大
芦
浦
塩
浜
改
帳
L
(
旧
大

＼
一
＼

「
(
安
永
三
年
)
野
波
浦
御
検
地
帳
L
(
旧
野
波
村
役
場
)

芦
村
役
場
)
、

＼
一
＼

な
ど
。
ま
た
、
売
布
神
社
所
蔵
の
史
料
を
複
写
し
た
も
の
に
、
「
松
江
湖
漁
場
由

来
記
(
白
潟
漁
場
漁
師
由
来
末
次
漁
師
由
来
)
」
、
「
永
代
略
記
(
白
潟
漁
師
仲

間
)
文
声
が
あ
る
。

島
根
県
下
全
域
の
古
文
書
の
所
在
を
報
告
し
て
い
る
資
料
に
『
島
根
県
古
文

書
等
所
在
確
認
調
査
報
告
書
』
(
島
根
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
七
S
一
九
七
八

年
)
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
漁
業
・
漁
村
関
係
の
古
文
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
の

が
あ
る
。
片
句
浦
区
所
蔵
文
書
(
鹿
島
町
片
句
浦
区
役
所
)
 
1
片
句
の
漁
業

年
貢
上
納
俵
物
出
来
高
等
に
関
す
る
も
の
、
古
浦
公
会
堂
所
蔵
文
書
(
鹿
島

町
古
浦
区
役
所
)
 
1
漁
業
・
海
山
調
停
、
塩
浜
等
に
関
す
る
も
の
、
御
津
区
役

所
蔵
文
書
(
鹿
島
町
御
津
区
役
所
)
 
1
入
会
山
に
関
す
る
書
状
、
約
状
、
依
頼

状
、
請
状
、
漁
業
に
関
す
る
訴
状
等
、
八
束
町
役
場
所
蔵
文
圭
貝
八
束
町
役
場
)

1
検
地
帳
名
寄
帳
戸
籍
入
会
山
に
関
す
る
も
の
、
中
海
漁
拷
に
関
す
る

も
の
な
ど
、
仁
摩
町
・
一
局
橋
家
文
書
1
漁
業
勘
定
帳
仕
入
勘
定
帳
江
津
市

伊
藤
康
宏

所
蔵
文
書
(
江
津
市
)
 
1
黒
松
村
村
方
文
書
な
ど
、
江
津
市
・
小
川
家
文
書
1

支
配
土
地
租
税
村
、
産
業
関
係
文
書
な
ど
、
小
野
村
役
場
所
蔵
文
晝
益

田
市
)
 
1
津
和
野
藩
領
飯
浦
と
長
州
藩
領
江
崎
と
の
漁
業
入
会
に
関
す
る
も
の
、

益
田
市
・
寺
戸
家
文
書
1
士
田
浦
年
寄
職
に
と
も
な
う
文
書
で
漁
業
関
係
の
文

書
や
触
書
等
益
田
市
・
中
須
公
民
館
所
蔵
文
書
(
中
契
民
館
)
 
1
漁
業

海
運
水
産
業
な
ど
に
関
す
る
文
書
な
ど
。
各
古
文
書
と
も
目
録
等
は
い
ま
だ

作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
史
料
目
録
作
成
と
史
料
の
保
管
体
制
を
早
急
に
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
ほ
か
県
内
で
は
な
い
が
、
戦
前
戦
後
に
日
鳶
民
文
化
研
究
所
(
現
在
、

神
奈
川
大
学
附
属
研
究
所
)
が
中
心
に
な
っ
て
収
集
し
た
島
根
県
関
係
の
筆
写

史
料
が
水
産
庁
水
産
資
料
館
と
文
部
省
史
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
水
産
資

料
館
に
は
、
一
、
島
根
県
庁
文
書
1
島
根
県
漁
業
場
区
明
治
六
年
S
明
治
一

0
年
写
五
冊
二
、
福
浦
漁
業
協
同
組
合
・
那
賀
郡
西
湊
村
字
福
浦
1
漁
業

慣
行
調
査
書
明
治
九
年
S
明
治
二
四
年
一
綴
写
、
三
、
唐
鐘
漁
業
協
同
組

合
・
浜
田
市
国
府
1
漁
場
関
係
書
綴
明
暦
二
年
S
寛
政
二
年
一
綴
写
、
四
、

美
保
関
町
役
場
文
書
1
明
和
八
年
S
明
治
二
七
年
写
一
冊
五
桑
原
赳
夫

家
文
書
・
浜
田
市
津
摩
1
宝
暦
九
年
S
明
治
三
二
年
写
二
冊
六
売
布
神

社
所
蔵
文
室
白
・
松
江
市
和
多
見
町
1
白
潟
漁
師
仲
間
文
書
宝
永
四
年
S
明
治

四
年
写
一
冊
七
、
鶴
駕
義
夫
家
文
書
・
美
保
関
町
1
美
保
関
町
漁
業
組
合

関
係
文
書
明
治
八
年
S
明
治
二
四
年
写
三
冊
八
、
谷
田
重
矩
家
文
書

.

那
賀
郡
国
府
村
国
府
1
写
一
冊
九
、
鈴
木
芳
郎
家
文
書
・
那
賀
郡
三
保
村
古

湊
1
写
三
冊
十
、
八
束
村
役
場
文
書
・
池
上
但
馬
家
文
室
白
・
和
泉
林
市
郎
家

文
書
1
写
一
冊
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(
『
水
産
庁
水
産
資
料
館
所
蔵
資
料
目

録
』
第
一
巻
S
第
四
巻
、
一
九
七
五
年
1
七
七
年
)
。
ま
た
、
文
部
省
史
料
館
に

四
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は
「
隠
岐
国
産
物
絵
図
注
書
(
美
一
冊
)
」
、
「
島
根
郡
本
庄
町
地
引
網
三
帳
許
可

願
及
許
可
書
文
政
十
年
会
一
通
)
」
、
「
美
保
神
社
諸
手
船
絵
図
 
9
ロ
タ
イ
プ

一
枚
)
」
、
「
石
見
国
和
江
浦
漁
師
商
人
商
売
孰
璽
白
寛
政
五
年
(
一
通
)
」
、
「
石

州
邇
摩
郡
温
泉
津
邑
木
津
屋
平
左
衞
門
船
積
(
一
冊
)
」
、
「
小
割
鉄
荷
物
仕
切
銀

不
払
出
入
一
件
留
(
文
化
八
年
)
、
「
石
見
三
保
三
隅
浦
漁
村
史
料
(
写
一
冊
)
、
、

「
浜
田
浦
大
年
寄
諸
事
控
明
和
八
年
(
半
一
冊
)
」
、
「
石
見
国
美
濃
郡
小
浜
浦

漁
業
口
銭
之
儀
二
白
上
床
屋
篠
原
熊
五
郎
(
半
一
冊
)
」
、
「
内
々
申
上
覚
嘉
永

元
年
力
」
、
「
日
本
地
誌
略
図
禽
津
山
汐
浜
)
広
重
明
治
九
年
(
大
錦
一

枚
)
」
(
『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
第
八
集
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
目

録
、
一
九
六
0
年
)
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
(
西
石
見
)
三
隅

漁
村
史
料
は
膨
大
な
漁
村
史
料
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
地
元
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
(
5
)
。

い
ず
れ
に
し
て
も
史
料
調
査
史
料
目
録
作
成
と
史
料
集
の
刊
行
と
い
っ
た

一
連
の
作
業
は
未
着
手
の
段
階
な
の
で
、
地
元
古
文
書
を
読
む
会
や
関
係
教
育

委
員
会
や
公
立
図
書
館
そ
し
て
地
元
漁
業
協
同
組
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
こ

の
よ
う
な
筆
写
史
料
を
参
考
に
し
て
、
同
作
業
を
早
急
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
漁
業
・
漁
村
の
特
質
(
社
会
的
地
域
的
分
業
の
点
で
)

を
解
明
す
る
と
い
っ
た
視
座
を
中
心
に
据
え
、
①
か
ら
⑤
の
視
点
に
そ
っ
て
漁

業
・
漁
村
史
の
個
別
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

力
え
る

1

四
む
す
び
に
か
え
て

二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
は
、
島
根
県
の
行
政
史
料
(
漁
場

場
区
関
係
史
料
)
を
使
っ
て
幕
末
・
維
新
期
の
島
根
県
の
漁
場
利
用
関
係
を
「
総

百
姓
共
有
漁
場
・
村
中
入
会
漁
場
」
と
総
論
的
に
位
置
付
け
て
い
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
在
地
の
浦
方
史
料
や
行
政
史
料
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
実
証
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
行
政
史
料
と
し
て
は
、
農
林
省
水
産
局
編
纂
『
旧
藩
時
代

の
漁
業
制
度
調
査
資
料
』
(
農
林
省
水
産
局
が
昭
和
初
年
に
全
国
的
に
旧
幕
藩
時

代
の
漁
業
制
度
の
沿
革
を
各
府
県
に
調
査
依
頼
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
島
根

県
は
昭
和
二
年
に
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
の
旧
幕
藩
時
代
の
漁
業
制
度
を
回
答
し

て
い
邑
や
各
市
町
村
の
「
漁
業
慣
舗
査
書
」
(
島
根
県
が
明
治
二
四
年
に
各

市
町
村
の
漁
場
慣
行
<
明
治
八
年
以
前
と
九
年
以
後
>
を
調
査
し
た
史
料
)
が

あ
る
。
現
在
、
筆
者
が
確
尋
き
て
い
る
史
料
は
、
飯
浦
浦
<
『
益
田
市
誌
』
下

巻
八
四
一
 
S
八
四
三
頁
所
収
>
、
松
原
浦
<
『
三
隅
町
誌
』
九
一
六
S
九
一
三
頁

所
収
>
、
馬
路
村
<
『
仁
摩
町
誌
』
五
0
九
S
五
一
 
0
頁
所
収
>
、
黒
松
浦
<
『
江

津
市
誌
』
一
 
0
七
二
S
-
0
七
六
頁
所
収
>
な
ど
が
市
町
曹
そ
れ
ぞ
れ
収
録

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
(
明
治
二
四
年
)
旧
藩
時
代
隠
岐
国
漁
制
調
査
声
(
島

根
県
隠
岐
支
庁
蔵
)
、
「
御
津
村
漁
場
慣
行
調
査
声
(
島
根
県
立
図
書
館
蔵
)
、

「
只
浦
漁
業
慣
行
調
査
書
L
、
「
鰐
淵
村
漁
場
慣
行
調
査
書
」
(
以
上
平
田
市
立

図
書
館
蔵
)
、
'
湯
浦
漁
業
慣
翁
査
書
L
(
浜
田
市
立
図
書
館
蔵
)
、
「
小
野
浦

漁
業
慣
行
調
査
書
」
(
益
田
市
立
図
書
館
蔵
)
、
「
福
浦
漁
業
慣
行
調
査
書
」
(
水
産

庁
水
産
資
料
館
筆
写
本
蔵
)
、
「
美
保
関
漁
業
慣
行
調
査
書
」
(
水
産
庁
水
産
資
料

館
筆
写
本
蔵
)
な
ど
が
現
存
・
保
管
史
料
と
し
て
あ
る
。
こ
の
ほ
か
明
治
初
年

全
県
的
な
漁
業
制
度
、
近
世
的
漁
業
権
に
つ
い
て

い
ま
ま
で
は
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
に
つ
い
て
お
り
に
ふ
れ
て
断
片
的

に
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
総
括
す
る
こ
と
で
む
す
び
に

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

一
九
九
三
年
三
月

五
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島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

で
は
あ
る
が
島
根
県
総
務
課
所
蔵
史
料
の
な
か
に
、
「
漁
業
場
区
」
史
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
存
の
行
政
史
料
調
査
収
集
・
整
理
し
た
う
え
で
隠
岐

石
見
・
出
雲
地
域
の
全
県
的
な
史
料
集
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
う
え
で
、
浦
方

史
料
と
を
付
き
合
せ
て
各
浦
の
漁
場
利
用
関
係
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

特
定
漁
村
、
浦
に
つ
い
て

2山
陰
漁
村
社
会
の
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
き
た
山
岡
栄
市
は
、
「
漁
村
の
社

会
経
済
史
的
研
究
」
(
『
漁
村
社
会
学
の
研
究
』
大
明
堂
一
九
六
五
年
、
第
九

章
所
収
)
で
大
森
銀
山
領
大
浦
漁
村
の
変
遷
に
つ
い
て
漁
村
構
造
の
変
動
論
的

視
点
か
ら
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
研
究
で
残
さ
れ
た
課
題
は
、
さ
き
に
指

摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
漁
村
の
特
徴
と
く
に
漁
村
の
成
立
・
独
立
と
い
っ

た
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
邇
摩
郡
の
枝
郷
大
浦
と
親
郷
磯
竹
村
の
関
係

を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

の
林
家
文
書
が
そ
の
課
題
を
解
明
す
る
史
料
と
な
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
『
石
見

銀
山
領
地
方
文
書
目
録
・
林
家
ほ
か
』
(
島
根
大
学
附
属
図
書
館
二
九
八
一
年
)

の
う
ち
浦
方
史
料
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
-
 
S
六
「
宗
門
帳
石
見
国
邇
摩

郡
磯
竹
村
大
浦
湊
」
(
安
政
三
年
S
四
年
)
、
十
S
一
四
「
五
人
組
改
帳
邇
摩

郡
大
浦
湊
」
(
{
女
政
二
年
S
七
年
)
、
一
六
S
一
七
「
家
数
人
別
牛
馬
増
減
帳

石
見
国
邇
摩
郡
大
浦
湊
」
(
{
女
政
三
年
S
四
年
)
、
一
九
「
宗
門
人
別
引
越
状
并

受
取
控
大
浦
湊
年
寄
広
右
衛
門
」
(
天
保
三
年
)
、
二
五
「
石
見
国
邇
摩

郡
磯
竹
村
新
田
検
地
帳
L
(
天
保
五
年
)
、
二
九
六
「
浦
差
出
明
細
書
上
帳
邇

摩
郡
磯
竹
村
之
内
大
浦
湊
L
(
文
政
ご
二
年
)
、
二
九
七
「
村
差
出
明
細
書
上
帳

控
邇
摩
郡
磯
竹
村
L
(
文
政
一
三
寅
年
)
、
四
九
八
"
魚
問
屋
定
書
大
浦
役

人
」
(
文
政
二
年
)
、
四
九
九
「
鯨
売
捌
諸
入
用
差
引
残
銭
浦
方
割
賦
帳
大
浦

伊
藤
康
宏

湊
年
寄
広
右
衛
門
、
(
嘉
永
二
年
)
、
五
0
O
S
五
0
一
「
廻
船
漁
船
書
上
帳

邇
摩
郡
磯
竹
村
大
浦
湊
L
(
明
治
三
年
、
四
年
)
な
ど
が
あ
る
。

枝
郷
と
親
郷
の
関
係
が
近
世
を
と
お
し
て
固
定
し
た
村
は
こ
の
ほ
か
那
賀
郡

の
枝
郷
唐
鐘
と
親
郷
国
府
村
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
枝
郷
が
親
郷
か

ら
独
立
し
た
例
と
し
て
那
賀
郡
の
枝
郷
和
木
の
親
郷
都
野
津
か
ら
村
切
り
・
独

立
(
正
保
三
年
△
六
四
六
>
九
月
)
が
あ
り
、
那
賀
郡
の
枝
郷
黒
松
・
枝
郷

後
地
の
親
郷
都
治
本
郷
か
ら
の
分
村
化
(
慶
長
七
年
△
六
9
一
>
検
地
よ

り
)
、
出
雲
地
方
で
は
島
根
郡
の
北
浦
と
菅
浦
の
元
禄
一
五
年
(
一
七
0
二
)
の

分
村
化
の
例
が
み
ら
れ
る
(
6
)
。

漁
業
と
神
社
に
つ
い
て

3二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
は
、
ま
た
、
大
橋
川
漁
場
お
け
る

白
潟
・
末
次
両
町
漁
師
と
松
江
藩
舟
手
方
と
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
概
要
的
に

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
大
橋
川
の
漁
業
権
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
売
布
神

社
所
蔵
の
「
松
江
湖
漁
場
由
来
記
」
、
「
白
潟
漁
師
仲
間
」
な
ど
は
漁
業
と
神
社

の
関
係
を
問
う
こ
と
が
で
き
、
漁
村
社
会
の
特
徴
を
解
明
す
る
う
え
で
ユ
ニ

ク
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
が
進
め
ば

琵
琶
湖
の
漁
業
と
寺
社
の
関
係
の
比
較
研
究
が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
問

題
を
戦
前
か
ら
問
う
て
き
た
祝
宮
静
『
神
社
漁
業
史
』
(
神
社
経
済
研
究
所
出

版
一
九
三
七
年
)
な
ど
が
こ
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
参
考
文
献
と
な

ろ
う
0

島
根
県
の
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
蓄
積
が
少
な
い
現
段
階
で
は
右
に
掲
げ
た

課
題
(
テ
ー
マ
)
よ
り
も
広
く
個
別
・
具
体
的
な
事
例
研
究
の
蓄
積
が
望
ま
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
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註
(
1
)
詳
細
は
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
動

向
に
つ
い
て
は
「
序
章
近
世
漁
村
史
研
究
の
動
向
と
方
法
」
で
ま
と

め
て
お
い
た
。

(
3
 
同
研
究
の
蓄
積
の
少
な
さ
は
森
安
章
「
明
治
前
期
の
漁
場
慣
行
1

島
根
半
島
沿
岸
漁
村
の
実
態
1
L
(
『
山
陰
地
域
研
究
<
伝
統
文
化
>
』
第

八
号
、
一
九
九
二
年
)
で
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

(
3
)
近
代
に
つ
い
て
も
当
初
は
本
稿
で
ふ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の

関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
別
稿
で
考
察
す
る
が
、
興
味
深

い
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
う
る
歴
史
的
事
実
が
近
代
の
島
根
県
で
み
ら

れ
る
。

(
4
)
美
保
関
町
関
係
の
史
料
は
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
寺
本
家
文

書
と
森
脇
武
夫
家
所
蔵
文
書
な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
片
江
浦
年
寄
文
書

で
後
者
は
七
類
浦
庄
屋
の
文
書
で
あ
る
。
な
お
、
寺
本
家
文
書
に
は
『
出

雲
国
片
江
浦
寺
本
家
文
書
目
録
』
(
島
根
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
八
一

年
)
が
あ
る
が
、
漁
業
・
漁
村
関
係
史
料
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
つ
ぎ

の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
八
「
島
根
郡
北
浦
当
子
秋
田
方
輪
切
帳
L
全
暴

永
五
年
)
、
一
三
か
ら
一
八
「
片
江
菅
両
浦
田
畑
下
作
人
別
算
用
帳
(
文

政
ご
二
年
S
天
保
六
年
)
、
一
九
「
片
江
浦
人
別
(
欠
ン
(
文
化
三
年
)
、

二
O
S
二
九
「
島
根
郡
片
江
浦
人
別
取
遺
帳
L
 
等
(
文
化
四
年
S
天
保

六
年
)
、
二
五
三
「
大
網
干
鰯
代
銭
算
用
帳
」
(
天
保
三
年
)
、
二
五
四
「
鰯

共
一
工
女
海
老
漁
水
揚
帳
L
(
天
保
三
年
)
、
二
五
五
「
東
組
浦
々
当
三

月
方
四
月
晦
日
迄
鰯
取
上
ケ
ロ
并
代
口
口
書
出
し
組
頭
文
十
組
下
L

全
昂
永
五
年
)
、
二
五
六
S
二
六
0
 
「
島
根
郡
諸
喰
浦
(
菅
浦
野
井
、

下
宇
部
尾
村
、
多
古
浦
)
在
船
差
出
帳
」
全
昂
永
五
、
六
年
)
、
二
六
一

S
二
六
三
「
各
浦
明
細
帳
」
な
ど
。

(
5
)
西
垣
晴
次
・
福
田
ア
ジ
オ
・
木
村
礎
「
(
座
談
会
)
近
世
村
落
の
景
観
か

ら
L
『
歴
史
公
論
』
九
五
号
(
一
九
八
三
年
)
の
福
田
西
垣
の
発
言
。

(
6
)
拙
著
『
前
掲
声
(
一
九
S
二
0
頁
)
で
泉
州
岡
田
浦
の
分
村
(
元
和
四

年
△
六
一
八
>
)
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
は
近
世
漁
村
の
成

立
要
因
と
し
て
①
近
世
初
期
の
戸
数
の
増
加
、
②
水
主
役
の
指
定
と
水

主
層
の
自
立
、
そ
れ
に
③
親
郷
と
の
経
済
基
盤
の
相
違
な
ど
の
三
点
を

指
摘
し
た
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

<
文
献
解
題
>

島
根
県
全
域
(
隠
岐
・
出
雲
・
石
見
)

単
行
本

農
林
省
水
産
局
編
纂
『
旧
藩
時
代
の
漁
業
制
度
調
査
資
料
』
盆
辰
業
と
水
産
社
、

一
九
三
四
年
、
 
A
5
版
・
七
八
0
頁
)
三
七
五
1
六
四
二
頁
所
収

十
八
島
根
県
旧
藩
時
代
漁
制
調
(
松
江
市
・
八
束
郡
・
能
義
郡
・
仁
多
郡

.

大
原
郡
・
簸
川
郡
・
飯
石
郡
・
邇
摩
郡
・
{
女
濃
郡
・
那
賀
郡
・
美
濃
郡
・
邑
智

郡
・
鹿
足
郡
・
隠
岐
国
)
、
調
査
項
目
と
し
て
第
一
漁
業
免
許
二
関
ス
ル
事

項
、
第
二
水
族
蕃
殖
保
護
二
関
ス
ル
事
項
、
第
三
漁
業
取
締
二
関
ス
ル
事

項
、
第
四
漁
業
者
ノ
負
担
二
関
ス
ル
事
項
、
第
五
漁
場
入
会
専
用
二
関
ス

ル
事
項
、
第
六
区
画
漁
場
二
関
ス
ル
事
項
、
第
七
漁
場
争
ノ
裁
定
二
関
ス

ル
事
項
、
第
八
漁
業
者
保
護
二
関
ス
ル
事
項
。

『
新
修
島
根
県
史
』
史
料
篇
2
 
近
世
上
(
島
根
県
、
一
九
六
0
年
、
 
A
5
版

.

一
九
九
三
年
三
月

七
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島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

八
0
八
頁
)

罫
長
崎
御
用
俵
物
請
室
叉
天
明
五
)
、
認
隠
州
俵
物
新
規
稼
并
増
方
等
取
極
請
書

(
享
和
元
)
、
弱
鵬
干
鮑
水
練
入
漁
新
規
取
極
請
書
(
享
和
元
)
、
釦
俵
物
之

問
屋
船
宿
請
書
(
享
和
元
)
、
飢
平
戸
白
浜
浦
青
崎
宇
八
隠
岐
出
稼
干
鮑
引
請
書

舍
子
和
三
)
、
硯
木
原
甚
三
郎
渡
海
取
極
書
付
(
享
和
三
)
、
部
俵
物
御
用
一
途

留
。『

新
修
島
根
県
史
』
史
料
篇
3
 
近
世
下
(
島
根
県
、
一
九
六
0
年
、
 
A
5
版

.

六
八
一
頁
)

鈴
温
泉
津
湊
問
屋
中
定
書
(
文
化
二
)
、
契
浦
湊
魚
問
屋
定
書
(
文
政
二
)
、

6
浦
方
御
条
目
(
宝
暦
九
)
、
玲
浦
方
諸
事
書
上
帳
(
慶
応
二
)
、
鈴
浦
運
上
物

覚
(
慶
安
三
)
、
財
浦
役
船
持
共
江
被
下
定
皇
貝
延
宝
五
)
、
肪
網
役
定
書
付
(
貞

享
五
)
、
鈴
魚
荷
出
役
覚
、
舒
浦
役
勤
向
覚
、
器
七
浦
諸
色
見
△
口
。

『
新
修
島
根
県
史
』
通
史
篇
1
 
考
古
・
古
代
・
中
世
・
近
世
(
島
根
県
、
一

九
六
八
年
、
 
A
5
版
・
九
二
六
頁
)

近
世
の
漁
業
<
七
四
六
1
七
五
二
頁
X
第
四
部
近
世
第
三
章
藩
政
の
展

開
第
三
節
産
業
と
経
済
)
。

二
野
瓶
徳
夫
『
漁
業
構
造
の
史
的
展
開
』
(
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
二
年
、
 
A

5
版
・
一
三
三
頁
)

松
江
白
潟
・
末
次
両
町
漁
師
と
松
江
藩
舟
手
方
と
の
対
抗
関
係
(
第
一
章
江

戸
時
代
に
お
け
る
漁
場
占
有
利
用
関
係
の
展
開
構
造
第
五
節
漁
場
占
有
利

用
関
係
を
め
ぐ
る
領
主
と
漁
民
と
の
対
抗
)
、
島
根
県
の
地
域
的
特
徴
(
第
三
章

明
治
維
新
期
に
お
け
る
漁
場
制
度
の
再
編
第
二
節
先
進
地
域
お
よ
び
一

般
地
域
に
お
け
る
漁
場
制
度
の
再
編
)
[
第
二
章
島
根
県
の
漁
場
制
度
一

地
域
的
特
徴
の
概
観
二
海
面
官
有
宣
言
と
海
面
借
区
制
、
三
旧
家
臣
団

伊
藤
康
宏

の
漁
場
出
願
、
四
地
先
漁
場
地
元
主
義
と
町
村
受
「
明
治
維
新
と
漁
場
制
度

(
Ⅱ
)
、
『
漁
業
経
済
研
究
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
五
八
年
所
収
]
。

山
岡
栄
市
『
漁
村
社
会
学
の
研
究
』
(
大
明
堂
一
九
六
五
年
、
 
A
5
版
・
四
四

三
頁
)

第
七
章
漁
村
社
会
の
変
貌
過
程
[
第
一
節
砂
浜
漁
村
の
先
進
性
(
外
園
浦

和
木
浦
)
、
第
二
節
漁
港
漁
村
の
成
立
発
展
過
程
<
江
角
>
、
第
三
節
漁
村

社
会
学
の
課
題
(
『
島
根
大
学
論
集
』
社
会
科
学
第
盲
ぢ
、
一
九
五
五
年
所

収
)
]
、
第
八
章
漁
村
に
お
け
る
過
剰
人
口
の
問
題
[
第
一
節
漁
村
の
類
型

第
二
節
砂
浜
漁
村
の
変
貌
<
外
園
浦
和
木
浦
>
、
第
三
節
過
剰
人
口
の
理

論
と
砂
浜
漁
村
の
運
命
<
古
浦
>
(
『
島
根
大
学
論
集
』
人
文
科
学
第
四
号
、
一

九
五
四
年
所
収
)
]
、
第
九
章
漁
村
の
社
会
経
済
史
的
研
究
<
大
森
銀
山
領
大

浦
漁
村
の
変
遷
>
[
第
一
節
漁
村
に
お
け
る
支
配
勢
力
の
推
移
第
二
節
網

漁
業
の
発
展
第
三
節
生
魚
問
屋
の
成
立
と
そ
の
変
遷
第
四
節
大
浦
の

社
会
構
造
(
『
島
根
大
学
山
陰
文
化
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
六
三
年
所

収
)
]
、
第
十
章
隠
岐
島
の
村
落
構
造
[
第
一
節
村
落
構
造
分
析
の
視
点
、

第
二
節
隠
岐
島
の
繁
栄
と
衰
退
第
三
節
加
茂
お
よ
び
大
久
の
村
落
構
造

第
四
節
崎
の
村
落
構
造
第
五
節
む
す
び
(
『
史
泉
』
七
・
八
号
一
九
五

七
年
所
収
)
]
、
第
十
豆
早
隠
岐
島
村
落
の
共
同
体
規
制
[
第
一
節
共
同
体

規
制
と
隠
岐
島
村
落
の
特
質
第
二
節
牧
畑
の
管
理
運
営
を
め
ぐ
る
共
同
体

規
制
、
第
三
節
共
有
林
の
管
理
を
め
ぐ
る
共
同
体
規
制
、
第
四
節
沿
岸
漁

業
に
お
け
る
共
同
体
規
制
、
第
五
節
日
常
生
活
に
お
け
る
共
同
体
規
制
、
第

六
節
共
同
体
規
制
強
化
の
諸
要
因
と
隠
岐
島
の
近
代
化
(
『
社
会
学
需
』
五

六
号
、
一
九
六
四
年
所
収
)
]
。
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隠
岐

単
行
本

永
海
一
正
『
黒
木
村
誌
』
(
黒
木
村
誌
編
集
委
昌
公
本
、
一
九
六
八
年
、
 
A
5
版

.

一
六
五
五
頁
)

4
農
間
余
業
/
小
物
成
に
お
け
る
漁
業
品
目
/
美
田
村
の
漁
業
/
別
府
村
の
漁

業
/
宇
賀
村
の
漁
業
/
長
崎
俵
物
/
俵
物
一
手
曹
方
/
俵
物
方
役
所
/
島
前

請
負
人
と
美
田
村
世
話
人
/
集
荷
の
強
化
/
割
賦
高
/
俵
物
生
産
の
影
響
(
第

三
章
近
世
)
[
第
3
 
歴
史
篇
]
。

田
邑
二
枝
『
海
士
町
史
』
(
海
士
町
役
場
、
一
九
七
四
年
、
 
A
5
版
・
九
五
二
頁
)

第
六
節
漁
法
の
発
達
<
1
 
「
あ
ま
L
 
漁
法
、
 
2
は
い
な
わ
漁
法
、
 
3
越
中
網

の
伝
来
 
4
大
敷
網
 
5
か
が
り
火
用
松
の
伐
採
願
 
6
近
世
の
漁
場
法
度
>

(
第
三
編
歴
史
第
三
章
近
世
)
。

西
郷
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
西
郷
町
誌
』
上
巻
(
西
郷
町
役
場
、
一
九
七
五

年
、
 
A
5
版
・
三
 
0
三
頁
)

第
九
節
近
世
西
郷
の
産
業
の
発
達
第
五
項
水
産
業
△
概
要
/
重
要

な
水
産
業
二
近
世
中
期
の
漁
業
生
産
/
各
村
の
実
態
/
網
漁
業
/
商
品
化
、

三
近
世
後
期
の
漁
業
/
漁
業
慣
舗
査
/
漁
場
、
第
十
節
隠
岐
に
お
け
る

長
崎
俵
物
と
西
郷
第
一
項
長
崎
俵
物
の
概
念
第
二
項
隠
岐
に
お
け
る

長
崎
俵
物
の
生
産
(
第
三
章
近
世
)
。

崎
郷
土
史
研
究
会
『
崎
部
藷
』
(
崎
郷
士
史
研
究
会
二
九
七
七
年
、
 
B
5
版

.

ニ
ハ
九
頁
)

7
崎
と
長
崎
俵
物
 
8
漁
法
の
発
達
全
へ
近
世
)
。

田
中
豊
治
『
隠
岐
1
島
峡
経
済
の
構
造
と
ホ
久
貌
1
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
七

年
、
 
A
5
版
・
四
四
0
頁
)

第
四
項
水
産
業
の
近
世
的
展
開
条
二
編
島
峡
経
済
の
解
体
過
程
第
二

章
封
建
的
生
産
形
態
の
変
貌
過
程
)
。

田
中
豊
治
『
隠
岐
島
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
(
古
今
書
院
、
一
九
七
九
年
、
 
A

5
版
・
一
三
二
頁
)

第
五
節
近
世
隠
岐
の
水
産
業
△
小
物
成
の
水
産
物
二
長
崎
俵
物
の

生
産
と
流
通
>
(
第
五
章
近
世
隠
岐
の
歴
史
地
理
)
。

雙
噐
文
等

小
沢
(
田
中
)
豊
治
「
隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
L
(
『
経
済
史
研
究
』

第
二
八
巻
二
号
、
一
九
四
二
年
)

諸
言
、
弌
公
儀
の
方
針
ご
一
、
浜
方
の
状
態
、
三
文
化
四
年
の
実
績
、
四

問
屋
へ
の
補
助
、
五
、
あ
と
が
き
。

津
川
正
幸
「
隠
岐
島
前
に
お
け
る
俵
物
生
産
」
(
『
史
泉
』
第
七
・
八
合
併
号

一
九
五
七
年
)

隠
岐
島
前
村
尾
益
行
(
隠
岐
神
社
宮
司
)
家
文
書
の
俵
物
史
料
紹
介
と
そ
の
若

干
の
解
説
。

津
川
正
幸
「
近
世
隠
岐
水
産
業
に
関
す
る
覚
声
(
『
経
済
論
集
』
<
関
西
大
学
>

第
八
巻
第
言
万
、
一
九
五
八
年
)

隠
岐
島
の
漁
業
生
産
(
一
般
漁
業
と
俵
物
生
産
)
の
発
展
過
程
を
史
料
的
に
検

討
(
近
世
漁
業
生
産
の
一
般
的
発
展
過
程
と
対
比
し
て
)
。

田
中
豊
治
「
近
世
末
期
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
流
通
の
地
域
的
特
色
」

(
『
漁
業
経
済
研
究
』
第
十
九
巻
第
舌
ぢ
、
一
九
七
二
年
)

一
従
来
の
研
究
の
批
判
と
今
後
の
研
究
上
の
問
題
点
、
二
わ
が
国
に
お
け

る
俵
物
生
産
地
域
三
俵
物
流
通
形
態
の
地
域
性
、
四
俵
物
貿
易
の
推
移

と
賜
の
貿
易
品
化
、
五
俵
物
生
産
流
通
と
近
世
日
本
の
国
民
経
済
展
開
と

九

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

一
九
九
三
年
三
月
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島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

の
関
係
、
六
結
び
。

田
中
豊
治
「
隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
(
『
歴
史
地
理

学
紀
要
』
第
十
四
巻
、
一
九
七
二
年
)

一
、
諸
言
、
ニ
、
隠
岐
に
お
け
る
「
長
崎
俵
物
」
生
産
前
史
三
、
隠
岐
に
お

け
る
長
崎
俵
物
生
産
と
流
通
(
A
研
究
史
問
題
点
、
 
B
隠
岐
に
お
け
る
長
脇
俵

物
生
産
の
全
国
的
位
置
づ
け
、
 
C
隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
生
産
と
流
通
<
イ
、

天
明
五
年
長
崎
会
所
直
買
実
施
以
前
の
状
況
、
ロ
、
天
明
以
降
享
和
期
に
お
け

る
生
産
増
強
政
策
の
進
展
ハ
、
化
政
期
に
お
け
る
俵
物
生
産
の
推
移
二
、

、
、

ノ

近
世
末
期
の
俵
物
の
送
荷
に
つ
い
て
>
)
、
四
結
び
。

田
中
豊
治
「
近
世
末
期
隠
岐
島
水
産
物
商
品
化
の
展
開
過
程
と
流
通
張
」
(
『
歴

史
地
理
学
紀
要
』
第
十
六
養
一
九
七
四
年
)

研
究
目
的
、
一
文
政
期
に
お
け
る
隠
岐
と
松
江
と
の
商
品
流
通
の
特
色
(
水

産
物
)
、
二
隠
岐
と
伯
耆
と
の
商
品
流
通
(
水
産
物
)
、
三
遠
隔
地
市
場
へ

の
商
品
積
出
(
水
産
物
)
、
四
賜
の
対
外
輸
出
、
五
隠
岐
に
お
け
る
水
産
物

商
品
化
の
展
開
過
程
と
そ
の
意
義
六
近
世
後
期
の
本
士
漁
民
の
隠
岐
島
出

漁
と
そ
の
流
通
問
題
む
す
び
(
内
藤
正
中
編
『
近
代
島
根
の
展
開
過
程
』
名

著
出
版
、
一
九
七
七
年
所
収
)
。

荒
居
英
次
「
隠
岐
の
俵
物
生
産
・
集
荷
と
役
場
引
請
制
」
(
『
日
本
大
学
人
文
科

学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
三
号
一
九
七
八
年
)

は
し
が
き
、
一
、
役
場
引
請
制
以
前
の
俵
物
生
産
ご
一
、
俵
物
役
場
引
請
の
実

態
三
、
役
場
引
請
制
下
の
俵
物
生
産
四
俵
物
の
集
荷
、
む
す
び
(
一
市
居

英
次
先
生
遺
著
刊
行
会
『
近
世
海
産
物
経
済
史
の
研
究
』
名
著
出
版
一
九
八

八
年
、
 
A
5
版
・
四
五
七
頁
所
収
)

荒
居
英
次
「
隠
岐
の
俵
物
生
産
と
幕
府
派
遣
海
士
の
入
島
二
地
方
史
研
究
協
議

伊
藤
康
宏

-
0

会
編
『
山
陰
1
地
域
の
歴
史
的
性
格
』
雄
山
閲
一
九
七
九
年
所
収
 
A
5
版

.

四
三
五
頁
)

は
し
が
ミ
一
幕
府
潜
り
海
士
の
入
島
初
計
画
と
島
内
の
動
向
、
二
享
和

二
年
に
お
け
る
長
崎
潜
り
海
士
の
入
島
と
干
鮑
生
産
三
享
和
三
年
S
文
化

三
年
に
お
け
る
肥
前
平
戸
海
士
の
入
島
と
干
鮑
生
産
四
他
国
潜
り
海
士
出

漁
の
影
響
と
島
内
浦
方
の
動
向
、
む
す
び
。

石
見

単
行
本

矢
富
熊
一
郎
『
益
田
町
史
』
上
巻
(
益
田
公
民
館
一
九
五
二
年
、
 
A
5
版

.

四
八
五
頁
)

六
、
浦
行
政
機
関
<
1
専
福
寺
地
浦
番
所
 
2
浦
奉
公
、
 
3
大
年
寄
 
4
浦
年

寄
、
 
5
大
年
寄
の
勤
め
方
と
待
遇
 
6
諸
浦
役
銀
と
漁
獲
高
、
 
7
地
曳
網
の
起

源
と
沖
縄
使
用
の
禁
止
、
 
8
益
田
七
浦
の
慣
行
>
、
七
、
浦
境
論
地
<
1
浦
境

2
浦
境
紛
擾
の
裁
定
 
3
中
須
高
津
論
地
、
 
4
入
会
境
杭
>
(
第
六
期
江
戸
時

代
)
。

大
島
幾
太
郎
編
著
『
那
賀
郡
史
』
(
大
島
韓
太
郎
、
一
九
七
0
年
、
 
A
5
版
七

九
0
頁
)
七
六
三
1
七
六
六
頁

三
隅
組
七
浦
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
「
浦
方
諸
事
書
付
帳
ス
鈴
木
家
文
書
)
。

三
隅
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
,
扇
町
誌
』
(
三
隅
町
、
一
九
七
一
年
、
 
A
5
版

.

ご
三
五
頁
)

第
豆
早
藩
政
お
よ
び
そ
の
下
部
機
構
(
第
十
三
節
浦
行
政
)
、
第
二
章
藩

政
時
代
の
産
業
(
第
五
節
水
産
業
)
〔
第
三
編
歴
史
<
近
世
>
〕
。

仁
摩
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
仁
摩
町
誌
』
(
仁
摩
町
役
場
、
一
九
七
二
年
、
 
A
5
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版
・
-
 
0
0
八
頁
)

第
三
章
封
建
社
会
と
漁
民
(
第
一
節
浦
行
政
と
浦
年
貢
、
第
二
節
漁
業

の
発
展
と
漁
場
紛
争
第
三
節
漁
村
社
会
と
漁
民
の
生
活
)
〔
第
四
編
近

世
〕
。

江
津
市
霜
さ
ん
委
員
会
編
『
江
津
市
誌
』
上
巻
(
江
津
市
一
九
八
二
年
、

A
5
版
・
一
四
一
五
頁
)

第
二
節
漁
村
の
発
展
と
漁
業
慣
行
(
一
沿
岸
漁
業
の
発
展
と
海
浜
争
論
<
1

漁
業
権
の
成
立
と
漁
村
の
発
展
 
2
 
漁
場
と
村
境
争
論
>
、
二
近
世
の
漁

村
と
漁
業
慣
行
<
1
 
和
木
浦
の
漁
業
慣
行
、
 
2
 
黒
松
浦
の
漁
業
慣
行
>
)
〔
第

五
章
む
ら
の
生
業
と
生
活
〕
。

雙
噐
文
等

三
島
志
津
子
「
近
世
に
お
け
る
石
見
の
漁
村
1
那
賀
郡
国
府
村
字
唐
鐘
浦
を
中

心
と
し
て
1
」
(
『
史
論
』
第
七
号
一
九
五
九
年
)

漁
業
権
の
総
有
性
、
漁
業
権
の
領
主
と
漁
民
の
対
抗
関
係
、
漁
民
の
階
層
性
な

ど
に
つ
い
て
幕
末
期
の
浜
田
藩
の
唐
鐘
浦
の
事
例
を
通
し
て
断
片
的
に
紹
介
。

岡
崎
三
郎
「
浜
田
藩
東
浦
の
宝
暦
六
年
『
浦
々
請
』
願
上
げ
に
つ
い
て
」
(
『
郷

土
石
見
』
第
石
石
、
一
九
七
六
年
)

一
、
浦
諸
役
銀
に
つ
い
て
ご
一
、
請
所
松
原
忠
右
衛
門
の
こ
と
ど
も
ご
二
、
浦
々

施
行
の
意
味
す
る
も
の
(
格
差
に
つ
い
て
、
他
国
商
人
の
往
来
浦
々
の
生
活

上
の
問
題
)
。

児
島
俊
平
「
山
陰
に
お
け
る
漁
船
の
渡
来
ル
ー
ト
に
つ
い
て
L
(
『
郷
土
石
見
』

第
七
号
、
一
九
七
六
年
)

一
、
「
タ
タ
ラ
」
と
の
関
係
、
ニ
、
隠
岐
で
生
れ
た
舟
、
三
、
石
見
と
出
雲
の
断

層
。

児
島
俊
平
「
龍
神
さ
ん
と
石
見
漁
民
1
文
化
年
代
の
異
常
海
象
に
つ
い
て
1
」

(
『
郷
士
石
見
』
第
一
石
ぢ
、
一
九
八
0
年
)

龍
神
さ
ん
の
梁
札
、
海
の
妖
怪
、
ア
シ
カ
と
漁
業
異
常
気
象
と
海
象

桑
原
韶
一
「
浜
田
藩
に
お
け
る
俵
物
請
負
に
つ
い
て
1
津
摩
浦
の
場
合
」
(
『
亀

山
』
第
九
号
一
九
八
二
年
)

一
、
は
じ
め
に
ご
一
、
幕
府
の
長
崎
俵
物
政
策
に
つ
い
て
ご
二
、
山
陰
諸
国
の

俵
物
請
負
に
つ
い
て
、
四
、
浜
田
藩
の
俵
物
に
つ
い
て
、
五
、
幕
府
の
俵
物
取

調
役
人
の
巡
検
に
つ
い
て
。

山
藤
忠
「
(
文
政
ご
豆
)
銀
山
付
御
料
浦
方
運
上
覚
L
(
『
郷
士
石
見
』
第
一

三
号
一
九
八
四
年
)

文
政
ご
亙
(
一
八
二
九
)
の
大
森
銀
山
領
下
の
諸
浦
の
運
上
書
上
帳
(
著
者

所
蔵
)
 
1
干
魚
役
、
浦
方
品
々
請
役
(
海
草
役
、
魚
船
役
、
生
魚
問
屋
役
鮒

網
役
中
引
鯛
網
役
、
鯆
網
役
わ
か
な
懸
網
役
し
い
ら
網
役
四
ツ
張
網

役
川
網
役
簗
役
塩
浜
役
、
湖
水
引
網
役
・
湖
水
口
縄
役
湖
水
魚
取
役
)

沖
立
魚
船
運
上
、
磯
釣
船
運
上
、
若
布
刈
船
運
上
、
諸
浦
大
敷
網
役
諸
浦
鰯

網
役
諸
浦
上
前
(
塩
焼
)
役
干
鰯
塩
相
物
問
屋
運
上
役
、
漁
猟
運
上
。

桑
原
韶
一
「
浦
方
に
み
ぇ
る
喪
服
の
事
例
に
つ
い
て
」
(
『
亀
山
』
第
一
六
号

一
九
八
九
年
)

一
、
は
じ
め
に
、
ニ
、
藩
主
の
逝
去
の
場
貪
三
、
若
殿
様
逝
去
の
場
貪
四
、

御
隠
居
(
藩
主
後
室
)
。

大
庭
良
美
「
枕
瀬
村
日
原
村
川
漁
出
入
一
件
(
一
)
 
S
 
(
四
)
」
(
『
郷
土
石
見
』

第
二
二
号
S
第
二
五
号
一
九
八
九
年
S
九
0
年
)

日
原
村
の
者
津
和
野
藩
の
留
川
を
犯
す
/
津
和
野
藩
・
御
用
番
に
吟
味
願
を
出

す
/
関
係
者
呼
出
し
、
ぞ
く
ぞ
く
江
戸
へ
/
日
原
村
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
人
び

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

一
九
九
三
年
三
月

一
一

〔346〕



島
根
県
に
お
け
る
近
世
漁
業
・
漁
村
史
研
究
の
課
題
と
方
法

と
/
津
和
野
藩
か
ら
評
定
所
へ
で
る
人
び
と
/
三
奉
行
列
座
、
吟
味
は
じ
ま
る

/
日
原
村
の
者
山
川
入
会
を
主
張
<
同
(
一
)
 
1
発
端
か
ら
第
一
回
吟
味
ま

で
1
>
、
津
和
野
藩
山
川
入
会
を
否
定
/
川
入
会
1
枕
瀬
の
士
地
三
尺
通
り
は

日
原
村
/
以
前
の
川
敷
/
日
原
村
が
入
会
と
申
す
高
鉢
山
/
日
原
村
の
訴
状
1

交
易
差
留
め
<
同
(
二
)
 
1
第
二
回
吟
味
よ
り
第
四
回
吟
味
ま
で
>
、
木
口
村
の

荒
所
は
日
原
村
の
飛
地
/
津
和
野
藩
へ
勘
弁
(
示
談
)
を
勧
告
/
枕
瀬
村
元
庄

屋
児
玉
彦
市
死
亡
/
津
和
野
藩
の
回
答
/
工
事
吟
味
は
証
拠
次
第
道
理
次
第
/

評
定
所
地
改
め
の
者
派
遣
を
決
定
<
同
会
一
)
 
1
第
四
回
吟
味
よ
り
第
六
回
吟

味
ま
で
1
>
、
津
和
野
藩
日
原
村
の
主
張
を
論
破
/
現
地
調
査
/
吟
味
再
開
/
藤

左
衛
門
阿
ら
れ
る
/
医
師
親
類
縁
者
の
出
入
差
留
は
不
隠
当
/
結
末
/
こ
れ
に

費
や
し
た
費
用
<
同
(
四
)
 
1
第
七
回
吟
味
か
ら
終
結
ま
で
1
>
。

(
桑
原
韶
一
)
「
漕
鯨
に
み
る
漁
村
の
一
段
面
」

一
、
は
じ
め
に
、
ニ
、
津
摩
浦
に
お
け
る
暫
関
す
る
記
録
、
三
、
藩
法
四

文
化
三
二
年
一
月
の
漕
鯨
一
件
文
書
か
ら
、
五
、
諸
経
費
そ
の
他
(
漕
鯨
之
節

諸
入
目
并
勘
定
覚
帳
)
(
謄
写
版
・
発
行
年
不
祥
浜
田
市
立
図
書
館
所
蔵
)

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
(
和
江
浦
沖
捕
鯨
騒
動
・
年
代
不
祥
、
謄
写
版
・
発

行
年
不
祥
浜
田
市
立
図
書
館
所
蔵
)
。

伊
藤
康
宏

漁
法
)
。

山
陰
日
日
新
聞
島
根
支
社
編
『
松
江
八
百
八
町
内
物
語
第
二
巻
末
次
の
巻
』

(
山
陰
日
日
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
、
 
A
5
版
・
三
五
四
頁
)

十
、
末
次
猟
師
町
由
来
記
、
御
船
屋
(
一
、
松
江
藩
御
手
船
手
組
、
四
、
歴
代

御
船
屋
奉
行
の
こ
と
)

平
田
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
平
田
市
誌
』
(
平
田
市
長
一
九
六
九
年
、
 
A
5

版
・
-
 
0
七
三
頁
)

二
漁
業
の
変
遷
<
漁
獲
物
の
種
類
、
十
六
島
海
苔
と
若
布
、
網
漁
業
と
釣
漁

業
漁
業
制
度
>
(
第
三
章
近
世
)
。

瀬
川
清
子
『
十
六
島
紀
行
・
海
女
紀
断
片
』
(
未
来
社
、
一
九
七
六
年
、
 
B
六
版

.

二
六
七
頁
)

三
留
帳
に
あ
ら
わ
れ
た
民
俗
。

美
保
関
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
美
保
関
町
誌
』
上
巻
(
美
保
関
町
、
一
九
八

一
年
、
 
A
5
版
・
-
 
0
四
五
頁
+
付
録
)

第
四
章
近
世
の
美
保
関
(
第
一
節
近
世
の
村
浦
<
は
じ
め
に
、
一
村
と

浦
、
二
村
浦
の
行
政
、
三
村
浦
の
士
地
、
四
水
産
業
六
村
浦
の
社

会
>
、
第
二
節
村
浦
の
史
話
<
は
じ
め
に
、
二
美
保
関
三
外
海
の
浦
、

四
内
海
の
村
>
、
第
三
節
幕
末
維
新
と
村
浦
)
。

松
江
市
東
本
町
五
丁
目
町
内
会
編
『
重
田
電
・
御
船
屋
・
漁
師
町
1
松
江
市
東
本

町
五
丁
目
町
内
会
誌
1
』
(
松
江
市
東
本
町
五
丁
目
町
内
会
一
九
八
一
年
、
 
A

5
 
・
二
0
九
頁
)

一
、
猟
師
と
城
下
町
ご
一
、
御
用
地
の
建
物
/
御
舟
屋
御
船
奉
行
所
と
相
撲

場
く
三
、
船
玉
稲
荷
神
社
/
御
船
屋
の
守
護
神
、
船
玉
の
信
仰
、
棟
札
、
船

玉
講
く
四
、
漁
師
町
/
町
の
素
描
松
江
渡
海
場
/
、
五
、
御
船
屋
の
諸
役

出
雲

単
行
本

山
陰
日
日
新
聞
島
根
支
社
編
『
松
江
八
百
八
町
内
物
語
白
潟
の
巻
』
(
山
陰
日

日
新
聞
社
、
一
九
五
五
年
、
 
A
5
版
・
三
五
0
頁
)

売
布
神
社
(
一
、
松
江
村
の
氏
神
ご
一
、
社
頭
屋
敷
帳
の
こ
と
、
四
青
戸
社

司
家
の
こ
と
)
、
(
十
、
大
橋
川
の
漁
士
た
ち
/
社
頭
漁
師
く
十
一
、
松
江
の

Ξ
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/
御
船
奉
行
、
諸
役
人
、
御
水
主
、
登
米
と
廻
米
、
隠
岐
巡
検
く
七
、
相
撲

と
雷
電
/
御
水
主
と
相
撲
御
水
主
と
雲
州
力
士
/
、
ハ
、
維
新
と
新
産
業
/

御
水
主
の
転
業
/
(
第
二
章
近
世
と
近
・
現
代
)
、
五
、
漁
/
漁
法
/
(
第
三

章
町
の
暮
ら
し
)
。

島
根
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
島
根
町
誌
』
本
編
(
島
根
町
教
育
委
昌
会
一
九

八
七
年
、
 
A
5
版
・
八
六
九
頁
)

「
一
ノ
楯
L
 
は
大
芦
か
水
浦
か
、
境
目
は
赤
平
か
猿
渡
島
か
、
大
芦
と
加
賀
の

鰹
立
網
を
め
ぐ
っ
て
、
桂
島
に
繁
寄
っ
た
ぞ
、
寄
り
鯨
さ
ま
お
か
げ
で
遷
宮
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
九
号

一
九
九
三
年
三
月
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